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4) 研究上の問題点をどのように克服したか。 

 神経突起におけるDJ-1、ドレブリンの局在を、北海道大学電子研究所・金城研究室のご指導

の下、全反射顕微鏡で観察した。 
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DJ-1のミトコンドリア移行にはDJ-1 N末 12アミノ酸が重要で、モノマーとして移行する。

また、DJ-1は酸化ストレスに依存して 106番目のシステインが酸化され、酸化度に依存して



p53 の DNA 結合領域に結合し、p53 による細胞周期停止能を抑制する。一方、シャペロン

Prefoldin は変異ポリグルタミン、 -シニュクレインのオリゴマー形成を抑制し、Prefoldin

変異マウス脳ではユビキチン陽性凝集体が蓄積する。 
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